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は次年度の研究課題としたい。また、日本側の史料
については、外務省を中心とした外交文書、陸軍を
中心とした軍関係史料、満鉄が収集した史料、関係
者が個人的に記した史料の四系統に大別できること
がわかった。今後は研究史の整理を進めるとともに、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これら関係史料の収集、分析を進めたいと考えてい
る。さらに中国側の関係機関、関係者が残した史料
の収集、分析をおこない、日本側の動向と突き合わ
せ、より立体的な満洲事変像を構築したいと考えて
いる。 
